ガイドヘルパー養成講座　　　レジュメ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心のバリアフリー市民会議　岡部知美

＜１～３歳頃（幼稚園入園まで、一般の幼児教室に通う）＞
・まるっきり言葉を理解していない。表出単語は少しある（でんしゃきた、あか、など）
・人間、親を意識していなかった。初めての人や、場所には比較的、強いタイプだった。
（エピソード）　シーソーに乗りたくなると、先に遊んでいた自分より小さな女の子のひざの　　

上に座った。人にぶつかりながら歩いた。（人の存在を無視した）
　　　　　　　　　公園で母親が見えないと、知らない人の手を握った。（「手」が自分を元いた　

場所に連れて行ってくれると考え、手に続く『顔』は見てなかった。）
・トイレは自立できてない。幼稚園の入園時までオムツを使用していた。
・危険を認知できない。車のクラクションに反応しない。高いところに平気で登る。
　けがをすると親に触らせないように逃げた。泣き叫ぶのを押さえつけて治療した。

＜３～４歳頃（区立幼稚園　年少～年中）＞
・日常的な単語を多少、理解出来るようになった。（状況判断で。発語は少しだけ）
・親を意識し、甘えるようになった。体を使って遊んでもらうことが大好き。
　（エピソード）　　毎日、幼稚園のお迎えで「感激の抱擁」を繰り返した。幼稚園が終る時間　　

や、毎日「お迎え」があることを理解してなかった。
・人間を意識するようになった。面白がって友達を突き飛ばして、仕返しされたこともある。

大声で怒鳴られたりすると、相手を嫌った。好き嫌いが激しく、修正がきかなかった。

・極端な偏食で、小食。寝つきが悪く、睡眠時間は同年齢の幼児より短い。多動ではなかった。
・トイレは小が自立したが、大は失敗もあった。タイルが苦手で、タイル敷きのお風呂、公園や　　

パーキングのトイレに入れなかった。（今も少し苦手）

＜５～６歳頃（武蔵野東幼稚園年長～武蔵野東小学校１年生）＞
・年齢の近い子どもを意識するようになった。子どもの声に反応して家を飛び出したり、公園で　

子どもの集まる遊具に突進するようになった。相手の行動や気持ちは理解できない。
・興味のあるものには突進する。電車の模型、本、服や下着の色・柄など、いろいろこだわりが増えた。ドライバー用の白い手袋をはめて日常生活を過ごす時期もあった。時間や順番が理解できず、待てなくていらいらすることが多かった。

＜７～８歳（武蔵野東小学校２年～３年、地域の学童保育に通う）＞
・学校生活、集団行動に慣れてきた。学童保育に通い始め、遊びの集団に興味が出てきた。近所　

の子ども達が、放課後、家に遊びに来るようになった。自転車・一輪車に乗れるようになった。

見通しが持てるようになり、待つことができるようになってきた。否定の単語や、やりとりが出てきた。こだわりが少し緩んできたが、「お守り」を持つ癖が強くなった。
・子どもに執着し、介助者（大人）を嫌がること、自己主張やプライドが出てきた。
　お金を持たずにひとりでコンビ二に行き、アイスを持ってレジに行くなど、周囲に迷惑をかけ　

る行動が出てきたので、理解を求める「おてがみ」を配ることになった。　
＜９歳～１０歳（武蔵野東小学校４年生、学童保育終了）＞
・知っている人間、知らない人間を区別し、相手の様子を伺うようになった。極端に好き嫌いを　

主張しなくなり、同じ人間でも、優しいときと意地悪なときがあることを理解してきた。
介助者の存在を認め、泣くことで脅したり、相手をコントロールするのが上手になった。
ゲームボーイやスーパーファミコンなど、ゲームが出来るようになった。
・わかりやすい単語の説明で、交渉することが可能になってきた。トラブルやハプニングは多い　

が、気持ちの切り替えや、立ち直りが早くなった。「自分で決める」気持ちが強くなり、生活が

偏ってきたので、新しい人間関係や、場所への参加を増やすようにしている。やみくもに突進しなくなり、相手の反応に過敏になったり、外出を嫌がるなど、育ちによって、抱える問題が変わってくる。


｛彼の問題点｝
　　　　　　・コミュニケーションの手段（言葉やカード）を少ししか持たない。
　　　　　　・恥ずかしい、汚い、迷惑など、「社会的な視点」の理解が難しい。
　　　　　　・危険回避、体調への配慮（食事・清潔など）が難しい。
　　　　　　・体験していないことを、説明で想像させることは難しい。
｛介助者に望むこと｝

　　＜基本的な支援の姿勢＞

できる限り、ひとつひとつの行動に関して、本人に意思確認をして欲しい。ただし、実行しなくてはいけないことや、問題のある行動を止めるときは、毅然とした態度で接して欲しい。「外出支援」では、その日の体調や様子を観察しながら、予定している当日の活動や、行動参加を柔軟に対応するなど、支援者が本人の気持ちに寄り添う想像力が求められる。外出前の状態、外出後の様子など、日常に添った支援を心がけて欲しい。

　　当事者主体として、本人の意思を尊重することは基本ですが、学齢の年齢では、生活経験や余暇体験が限られています。本人に意思確認をすると、想像力に限界があるため、それまで体験したことのない新しい場所や、活動について、「拒絶」することがほとんどです。介助者と良好な関係があれば、「新しい活動にトライする気持ち」が育まれると思います。まずは一緒に楽しむこと、本人が支援に慣れていくことが大事です。

障害が同じでも、それぞれの性格や趣味があり、意思の伝え方が違います。人好きで明るい子もいれば、恥ずかしがる子もいます。障害に関する知識を持つことも大事ですが、行動を障害特性で割り切らず、個性を知ることを大事にして欲しいです。

「りょうちゃんからのおてがみ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三鷹市　岡部知美

「りょうちゃんからのおてがみ」は近所の方、交番、家の近くの小学校、コンビニ、本屋さん、パン屋さんなどに、りょうちゃんの存在を知ってもらうこと、地域での生活に理解と協力を求め、トラブルがあったとき責任の所在がわかるように、実際は、顔写真と連絡先入りで配布しています。

「おてがみ」の裏には、それぞれの配布先に合わせた説明文をつけました。

今回は「コンビニバージョン」を紹介します。「おてがみ」を配布した原因に、ひとりでお金も持たずにふらっとコンビニに行って迷惑をかけたことがあります。地域生活では、いろいろなトラブルが起こりますが、トラブルは知り合う「きっかけ」だと考えればいいし、当たり前に地域で暮らせるようになるためには、トラブルがなくても、知り合う「きっかけ」がみつかるといいなあと思います。

	～りょうちゃんからのおてがみ～
ぼくの名前は「○○りょうすけ」です。○○小学校の４年生です。ぼくは生まれつき脳に障害があってお話しすること、字をよんだり書いたりすることが苦手です。苦手なことは他にもたくさんあって「危ないこと」や「人の気持ち」や「きれいと汚い」など、目に見えないことがよくわかりません。顔や体にさわられることや、大声で話しかけられることも苦手です。「人の気持ち」がわからなくて、ブランコに乗りたいと他の人を押しのけて、しかられることもあります。

　ぼくの家は、玄関に行くドアに中からかぎがついています。ふつうは外から入らないようにかぎをするのだけど、ぼくのうちは、ぼくが勝手に外に行かないように、中からかぎをかけるのです。お母さんは、ぼくが外に行くと他の人に迷惑をかけたり、危ないことが多いので、「出かけないで。」と言ったり、ぼくが出かけるときはついてきて、いちいち注意したりします。

　ぼくは絵を描くことやゲームも好きだけど、一日中、家にいるのは退屈だし、お母さんがうるさくて困っています。僕は自転車で走ること、公園で友達と遊ぶことプールで泳ぐことディズニ－ランドに行くこと、飛行機で旅行することが好きです。「中央線」の電車がぼくのラッキーアイテムでいつも持っています。遊ぶことが好きで、勉強がにがて。これはみんなと同じかもね。

　ぼくが危ないこととか、迷惑なことをしていたら注意をしてください。注意をしてもわからないようだったらお母さんに電話してください。ぼくがひとりで困っているときはお手伝いしてくれるとうれしいです。
　とってもふしぎなぼくだけど、どうぞよろしくお願いします。
連絡先　　　　　XXX－XXXX-XXXX
ママの携帯　　　XXX- XXXX-XXXX　　（岡部） 



	　お店の方へ　

私は近所に住む子どもたちにりょうちゃんのことを聞かれます。「どうして、話せないの？」「大きくなったら治るの？」りょうちゃんを追いかけながらでは、質問にうまく答えられません。どうすればりょうちゃんのことを伝えられるかな？と考え、りょうちゃんの気持ちになって『りょうちゃんからのおてがみ』を書きました。

地域で生活するためには、りょうちゃんは街のルールに慣れなければいけないし、街の人たちにもりょうちゃんに慣れて欲しい。当たり前に、悪いことをしたら叱ってほしいし、自分でがんばろうとしていたら、見守っていただけると嬉しいです。いくら注意しても意地になって泣く日もあるし、素直に従える日もあります。普通の子と同じように進んだり戻ったりの繰り返しです。障害のせいでわからないとか、どうせ出来ないとあきらめないで、根気よくいろいろなことを教えていこうと思っています。

普通の子どもよりも、はるかに時間も手間もかかりますが、りょうちゃんはお買い物が大好きなので、なるべくひとりで出来るように練習させたいと思っています。お店の方にもご協力をお願いしたいと思って、こちらの手紙をお渡しすることにしました。

お手数で申し訳ありませんが、ご理解、ご協力、どうぞよろしくお願いいたします。

・かごに欲しいものを入れて、レジに持って行くことが出来ます。

・レジに品物を持って来たら「お財布は？」と聞いてください。お財布を出さなかったら「お金がないと買えない。」と帰してください。泣くかもしれませんが、お金の必要性を理解させるためなので、よろしくお願いいたします。

・支払いですが、お金の種類をまだ理解していないので「１００円、５枚」とか具体的に指示して頂ければ助かります。忘れやすいので、お釣りを渡してから品物を渡して下さい。

・お金の出し入れに少し時間がかかります。他のお客様がお急ぎのときなどは

「順番。待ってて。」と声をかけて、後にして頂いて結構です。

・金額が足りないときは、お金の範囲の品物だけ渡して「お金が足りないからこれは買えない。」と断ってください。今は理解していませんが、お金の種類や買える品物を、少しずつ覚えられると思います。

＊　ご迷惑をおかけするようでしたら、お電話ください。

電話　×××－××××　

携帯　×××－××××


「りょうちゃんからのおてがみ」を読んで、一般の人たちはどんな感想を持つのでしょうか？

物語のように、この文章でお互いの理解が深まって、なにもかもうまくいくわけではありません。

「おてがみ」を読んだ方が「障害」という言葉に戸惑うこと、店員さんが緊張する場面もありました。トラブルの後も足繁くコンビニに通い続け、ある日、「りょうちゃん、今日は何を買うの？」とレジの方に声をかけられました。知らない人に名前を呼ばれて驚いた様子だったけど、下を向いてはにかむ笑顔が見られ、相手の優しい態度を喜ぶりょうちゃんの気持ちが表れていて、私も嬉しかったです。

NHKの第３７回「障害福祉賞」で、「りょうちゃんからのおてがみ」と市民活動についての作文が佳作に入選し、柳田邦夫氏の『わが子の障害を知って絶望していた時期には想像もできなかった心豊かで楽しい日々を手にすることができた母親の生き方が伝わってきて、とても爽やかな気持ちになりました。』という選評が嬉しかったです。立教大学コミュ二ティ福祉学部（赤塚光子教授）のゼミで、２００１年に発行した「地域生活支援ガイドブック　２００１」と「りょうちゃんからのおてがみ」を教材として紹介して頂いて、父親の岡部耕典（都立大学大学院・社会科学研究科）が「障害児の親と地域生活支援について」お話をしました。また、成蹊大学（牟田悦子教授）では「りょうちゃんからのおてがみ」を資料に、「障害児のお母さんの話を聞く」授業が行なわれ、「りょうちゃんについて」お話をしました。授業の後、学生から提出された感想文を紹介します。少しずつ、ひとりでも多くの理解者を増やしていきたいと思います。

	現代社会研究の基礎Ｅ　「岡部知美さんのお話を聞いて」　　　　　

成蹊大学文学部現代社会学科1年　大平真知子

　今まで、障害のことについて自分なりの知識や認識はしてきたつもりでしたが、今回、実際にお話を聞くことができて、今までのなんとなく遠い存在で、結局、第三者的な考えしか持てなかったのが、少し近い存在に変わり、障害というものについて、また違った見方を得る事ができました。「障害はその子の生まれ持った個性である」まったくその通りだと思いました。そして、そんな風に思えるのは岡部さんがりょうちゃんのことを本当に愛しているからだし、それは母親が子どもに対して持つ何の変哲もない、当たり前の感情だと言う事です。私達は障害を持つ子どもをお持ちの方に「大変なのにえらいですね。」とか、「よくがんばってますね。」とか言って、気付かないうちに自分達と壁を作っているけど、子育てなんてみんな大変なことだし、自分の子どもが困っていれば手助けするし、子どもにとって普段の生活が安心したものになるのならば、それは親として当然の行為だと思いました。障害の存在とは、障害そのものによって規定されるのではなく、周りの環境によって規定されてしまうものだと思います。だから、周りの人の理解やあり方はとても大切なことであると再認識しました。まずは、ほんの上辺だけでもいいから知ってもらう。そして慣れてもらう。とてもゆっくりだけど、決して早足じゃないけど、周りの子に抜かれたって、りょうちゃんは一歩一歩、前に進んでいる。そんな姿が周りの人に小さな感動や笑顔を与えてくれる。私たちが出来る事は、暖かく見守ること、手を差し伸べること、余計なお世話はしないこと。そう思ったら、今まで堅苦しく考えすぎていたようで、なんだか肩の荷が少し軽くなった気がしました。これからも子育て大変だと思いますが、たくさん笑って、お洒落して、毎日を送れるといいですね。今回、お話を聞くことができて本当に良かったです。どうもありがとうございました。




わたしは自分の息子をあたりまえに暮らさせたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リソースセンターいなっふ　　岡部耕典

わたしは、息子から奪わない

わたしは、息子からプライドを奪わない

わたしは、息子からお金を奪わない

わたしは、息子から選び、迷い、納得して危険を冒す自由を奪わない

わたしは、息子を守る

わたしは、息子のサポートを受ける権利を守る

わたしは、息子の自分自身を大事に思う気持ちを守る

わたしは、息子の生きる力を守る

わたしは、息子を変えることよりも、息子が彼でなくなることを強いる社会を変えたい

わたしは、苦しんでいる息子の仲間を見殺しにしない

わたしは、障害児の親という当事者であり、障害がない当事者であることを自覚する

わたしは、息子の最大の権利擁護者と最大の権利侵害者の可能性を自覚する

わたしは、わたし　あなたは、あなた（しかし、かけがえのない　あなた）

わたしは、息子が２０歳になったら保護者ではない

わたしは、息子が２０歳になったら支援者になりたい

わたしは、息子が２０歳になっても、自分もまだまだ成長し本当に人生を楽しむ

わたしは、息子がいくつになっても、いつまでも息子と家族を愛する

そして、わたしは、息子とその仲間のために「意味ある遺産」を残したい

わたしは、当事者・支援者と強く連帯し、世論を興し行政を動かしたい

残された時間（人生）はそう長くはないのだから・・・

障害をもつ人ももたない人も生き生きと暮せるまちづくりを

全ての障害をもつ人に地域自立生活のためのバリアフリーとパーソナルアシスタンスを

わたしは、全ての人がその人それぞれのかけがえのない人生が保障される社会を望む

わたしは自分の息子をあたりまえに暮らさせたい

あなたは、どうですか？
